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都道府県における遺跡分布調査の現況
埋厳文化財センタ では 昨年10月.!l¥道府県教育霊日会に照会して、担道府県iζおけるiI
跡の貌状肥錫のための分布調査の現況について 調査を実施した.
遺跡を保健す るには‘まず遺跡の与否を信認する必要があるのは当然だが さらに‘各々の
遺跡の範闘を明傭iζ し、それにもとづいて保護の対象とすべき地域がどの範聞はのかを正儀陀
客観的Kわかるよう iζ偲錯しておかはければはらはい.昨年司文化財保E直接の改正に際して
遺跡における土木工'"等の発姻行為をI'f可制にすべきか否かの織鎗があ勺た.結局.許可嗣K
踏みさる ζ とができはか勺たのだが、その理由のひとつとして、全国的ICI;'iお個々のiI跡の
範園の肥錨状況が保護対象地縁の明S宣伝緩引きを可飯Kする段階にいた勺ていほいとの紹怠が
あ勺たと聞く.乙うい令た状況を改益するため 文化庁は昭和51年度からill容の鉾細を明らか
にするための分布縄査を実施する}j併であるといわれる.
遺跡の裂状把舗については‘昭和35年度から31年度にかけて 当時の文化財保線墨画会が、
毎A医師県敏背醤日会の焔hを13て.全面的はiI跡の分布調査を主権している.その成果は『全
国嘩跡地図』にま とめられ‘昭如39年度から42年度iζ刊行された.この時の鋼査κよると、全
国の;ft跡数1;:9 Ji 8千倒所tζのほ勺た.その後補灯作業がお乙はわれ司そのt¥然として 約13
万8千倒Ifrという飲字が公ぶされている.
ζの前向の醐交以後も liBui J{f ~，!敏 fl蚕且会は あるいは独自の企幽にもとづさ.あるいは
醐発行ゐiζ対処するため、数多くの分~，泌企を 1:l施し その成燥をiI跡地闘にまとめ.公刊す
るほど 遺跡保よ貨の必鎚宙科の充実に努めてきた.乙れらの努J]の成娘から 前凶の全国遺跡
分布絢貨が必ず しb十全のものではいζ とが切らかにはってさた.そ乙で、文化庁は附拘46年
度から士 I~的 fi， jlj 説先を企図した.乙の分布謝伎は製在~g盤中のと ζ ろもあるが、その結集は
ほぼまとまりつつある.今由のセンターの調査によると.製復約四万5千個所が遺跡として杷
録されており ζの数字は前倒の全国遺跡分布誠妥結果の前2倍1ζ憎加したζ とにはる.
1XJ'i以下tζ まとめた今回のセY ター の調査は、 ζ うい勺た遺跡分布綱盆の全国的fi.N況をい
〈つかの側面から明らかにする乙とによって、/lI泊府県の遺跡保必の獲を知るとともに.iO跡
の製状把倒の問題点の所住を探るためσご資料にしたいと考えたものでおる.調企iζ際しては.
/lIil府県fXl1i日会文化財仰可認の多大の御脇J]を得た.J写〈感紺の怠争点したい.
I 全国の遺跡
a・件敏 書事道府県級青書員会が;J跡として現在錨Eしているものは.全国で約国万5千個
所にのぼる .A量も多いのは広島の約1万4千個所.ついで兵庫 12.527個所.AIも少はいのは沖
縄 S回個所である.昭和田-37年iζ文化財保筆書員会が実蝕した全国的伝聞牽{以下昭35-
37調査と略体する}による遺跡致は的9万8千個所であ勺たから.2倍以上に相加した ζとに
'よる .
遺跡密度 わが国の国土総面積釘万7予Mからすると. 1 >01あたりの;J跡の密度は0.54個
所とはる.人の常住しはい山抱や火山地を除いた丘陵 ・山露・台地 平地はどの合計面積14万
7千Mでは 1>01あたり1.39個所の針算にはる.全県面積あたりの1M:の畿高は大阪 2.3個
所/婦で.続低はjじ梅巡の0.Q4個所/>01である.山地等を除いた丘陵・ 平地の面積による密度
では 潰奮はのは察良 J3.89個所/婦、広島 6.62個所/>01 福井 5.4個所/>01、希薄はものは
秋図。四鋼所/>01.北海道0.08個所/>01である.4・5頁に都道府県別遺跡叡と遺跡分布密度
悶を縄げたので#考Kしていただきたい.
E 全県遺跡分衛調査
現状 昭 35-371査以後.再度全県的'"遺跡の分布翻査を計画し昭和50年度まで
に実纏ずみ.または完了予定の都府県は 34にのぼる.さらに 年次計画にもとづいて現在実
施中のものは 6道県〈北海道 山形・鳥取 ・広島・福岡 仲縄).針40毎週府県で計画的は
全県遺憾分布鋼査がお ζはわれているζと!CI.iる.盛る7県(依図 ・千.'長野・滋賀 ・8鹿島 ・
香川・鹿児島)では.ζのようは計画的'"全遺跡を対象とする分布調査は現在のと ζ ろおζ は
われていはい.
実鎗隼慶 制拘46年度から文化庁は全国の;J跡分布再調査を企画したが‘乙の年度を縦
自陣Kすると.きさの 40偲道府県のうち それ以前K府県独自の企画で鋼査を醐始したものが
I 2府県(福島."馬 ・静岡・愛知・滋賀を除〈全近畿府県・福岡・大分). 4 6年度以降κ
開始したものが 28街道県である.
計画年徹 ζの分布調査を単年度で実縫したものは 15徳府県. 2年計画8県、 3年計画
4県、 4年計画6府県. 5年計画2県で、7年3県(兵庫 ・鳥取 ・大分). 9年(広島)
1 0年(網岡)とい った長期におよぶ計画を実施中のと乙ろもある.
調査樋関 分布偶査を実施した主体が、道府県敏荷重日会であるものが32、県と市町村
との共同事終としたもの 1県〈岡<1，)‘市町村への委庇または繍助事業としたものが5県(宮
様 ・茨繊 山匁 兵庫 ・緬岡} ほかに分衛調査会を組織し.それに聾挺したもの(東京〉
学級経験者ICl寄託したもの〈伸奈11)がある.
.査費用 調査κ必要は経費としては 2 4県では困雌構助を畳げた/lIil1府県貨を主也し
てお り、9鳳 〈宮域茨披 ・"馬 伸奈川 ・岐阜愛知 ・奈良 ・鳥取山口〉は県単独の事業
畏iζよ勺ている.年度比よって由庫補助を畳貯たり、府県麟独"'.慣によ勺たり、両方式を併
用しているのが5府県【蛎木 ・悔井 ・山製 ・京都・大分)、県慢のほかに市町村Itが加わ勺た
もの(剛山).県費補助をう貯た市町村貨によるもの(福岡)がある.あわせれば. 1 6府県
で分布調査のために府県単独で事主貨が納まれた ζとKはる.
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.蓋姐当者 分布調釜を但当した人々をみると おもに遭府県般書専門廠員によるもの8
虚府県.市町村専門.員によるもの2県.県下在住専門家によるもの I8県 以上すべてをあ
わせたもの3県 県歓喜専門・員と県下夜位奪門家の組合せが711.市町村専門.員と県下在
住専門家によるもの 1県とは勺ている.
遺跡のa・1XI' すでに分布調査結果がまとめられているか.中間結果の幽ている叡温府県
をみると.稽飽きれた遺跡数は分布調査前と くらべるとすべて地加している.増加a胞は平均 1
96倍.もっと も高い寧をしめしたのがJl(1!lの7倦で.ついで東京4.8倦.勾玉4倦がある.
"加原因 遺跡槽飽放が地加した主要江原因と しては.すべてのI!l道府県で網牽情置が全
般に高ま 勺たζ とおよび調査不足の地担震に網査がおよんだζとをあげているが.そのほかに繊
跡 〈官繊 ・福島・欝馬・石川l・鳥取 ・山ロ ・高知).館跡 (宮Iit・福島・鳥取 ・山口).寺院
跡 (福島 ・山口).たたら跡 〈岡山)、古Jl(高知)、条且跡 (山口}のようは特定の種類の
遺跡を特 iζ閉ま対象に含めた ζとをあげたものがある し、民聞から遺跡新鍵見の通報の増加を
..，げた県 {沖縄}もある.はお.分布調査対象遺跡についてはW項を怠照されたい.
E その他自分布調査
寝 ~ 前項で紹介したよ うは全県下のほぼあらゆる;Jioを対象とする分布鎚査のほかにも、
不定期に各地で実縄される分布調査の件数もきわめて多い.0の種の分布鏑査は開発.業はど
のe前に実絡し.通跡保護の資料とするものが多く.すべての鶴遭府県で実8をされている.そ
のほかに.醐f!4<集とは特に関係江しに.特定の種舗の遺跡や特定の地織を対象としてお乙は
われる分布調査も少は(1.い.昭35-37調査以後犯との積の分布網査を実施したものが.
I 9都道府県にのぼ勺ている.
舗董‘園 乙の慢の分布調査の実施範囲が金管下函般のうちどの程度には勺ているかをみ
ると.金管下の 50負師以上の地厳におよぶとするものは3県(1'1ti・香川 ・福岡)50-25 
%とするもの I0県〈徳島 田氏峻・ 脇本 ・新記 ・長野 ・磁賀 ・向栂 ・岡山 長崎 ・宮崎)銭る
3 4 /l!;jj府県は 25%以下としている . ζの34都遁府県では 事均すればほぽ 10%内外に
" 0 ている.
鯛査費用 ζ うい勺た分1;制査に要する1愛用は.通常文化財保線関係iζよる続慣によって
負倒す る ζ とが原 則 とされている .ζ の雌即l の よ うに.都道府県~li虫 ~ J; Iをまたは凶雌補助を
つけた邸道府県費によ って調交を実飽しているものが27週県とはる.ζ うい勺た事業I!のほ
かにいわゆる蝋問者負抱によって慢川を支弁した例のある府県は 16燥にのぼり.僚出者負但
者にのみによると回答したものが4保(む子 ・石1・僻間 ・愛暖)ある.
W 分イli繍査の技術的検討
遺跡の限定 分布醐lflを行1:0)実務からすると、いつの時代のどうい勺たものを;J跡とし
てとりあげるかが間姐にほる.ζの点を明纏』ζするため.221l1府凪が遺跡の叫代または樋鮪
あるいはその両}Jlζ限定を加える ζとによって、-Je'の綾田院を2受けている.
時代続2・2量定 時代にlJii剛的，，/j1奇異を設貯た 21邸府県では、大さくわけると.古代〈平
安}までとしたむの4府県〈京ll1・d長良 ・鳥取 ・長崎) 中償(室町〉までとするもの 5県
〈埼玉 三重 ・初歌山 ぬ般 ・宮崎} 江戸時代を除外し.それ以前とするもの2県{高知 ・
3 
福岡)、近世(iI戸〉までで明治以後を除外したもの J0忽県{岩手 ・山形 ・千葉 ・東京 ・神
奈川 ・石川 ・岐阜 ・紗岡 岡山 ・佐賀)と江る.乙のうちには、慶長以前(高知)、16 2 4 
年寛永元年以前(緬岡)司明治4年当該県創成立以前(敏与)といった厳密'"時代続噂を設け
たものbある Q tI.お、ζ の2J銚府県のうちには.線噂とした時代以後のものでも.近世の著
名は一郎の遺跡(京都).城跡や中世墳墓(鳥取).近世窯跡(宮崎)はど特定の種類のbの
に殴って取りあげる ζとにしている府県もある。
全国平均密度M ~ O . 54個所! k ，が
を基単として
O.5M以下
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除外した遺跡 8都県では特定の種類を分布調査の対象としていはい.そのうちで多いの
は.近世境基(予業 ・東京 ・神奈川 ・岡山 ・長崎)であり 近世屋敷〈東京)近世の集搭 ・高
札場 宿場と木戸跡〈敏阜) 石造物(神奈川L 江戸以後の石答碑(新潟) 古戦場 ・港学 ・郷学
等 ・関跡 ・粂毘制 ・旧宅 ・園地 ・井泉 ・外国人関係遺跡等(和歌山〉を原町として除外したと
したものがある。
都道府県別遺跡介布密度図
s 
V 遺跡番号
現 状 分布網査の成果をと りまとめるにあたり、ふつうiI跡に醤号がふられる.昭和39 
-4 2年度文化財保痩墨員会発行の全国遺跡地図 (以下!回全国遺跡地固という〉では.都道府
県ごとに一連の通 し番号を与えており.文化庁文化財保11邸が昭和 48年度から発行している
その改訂底 (以下改訂全国遺跡地図という)では.基本にしている鐘般省国土地理院発行5万
分 1地形図に地図番号を与え.各国幅Cとに通し番号をつげている.
者B遭府県では.現在分布調査結果を盤理中の福井 ・沖縄両県の除くすべてで、何らかの遺跡
番号を定めている .も勺とも多いのは.管下の市町村ほど行政E圃単世にまとめ.そのほかで
通 し番号をつける方式をとるもので 17都道府県.ついで県内金遺跡に過し番号をふ勺ている
もの 13燥が多 <.ζの両万式を併用 し‘遺飾 l泊所iζ番号が2つあるものが 10府県ある.
筏る 5県はや〉特殊は方式を採用 し、鐙段省国土地理院の5万分1地形図単位に通し番号をつ
げるもの(山口)、行政E函Cとにまとめ、さらにそれを遺跡の積矧別に分領して番号をつけ
るもの(静岡).行政区画どとにまとめ.各行政E圏内では5万分l地形図ごとに通し番号を
つげるもの〈新潟). ，臼全国遺跡地図以後発見の遺跡には地緩 (旧宮E単位〉別に通し番号をつ
げたもの(福1lI).分布掴査実施地域ζ とにlIf号をつけたもの(広島)がある.
遺跡番号の単位 古墳や窯跡のよ うに務在するもの、あるいは周 地点に異った時代や種
矧の遺跡が重複する場合、番号を与える単也をどのようにとるかは、全国的に同じでははい.
務在する遺跡の場合.原即!として、 1基iζ1番号そ与えるもの 16道県.!孝単位にまとめそ
れぞれ各群に 1番号を与えるもの20府県.l!字』ζ1番号を与え、務内の各基に筏番号を与え
るもの 4都県(東京 和歌山品仮香川，)となっている.ほかU::.1基 1番号と1l!Il番号
の両方式併用(石川l・高知)と 1~ 1調書号と枝番号の両方式併用(京害事 ・岡山〉がある.
同一地点。ζ時代や積矧の異なる遭跡が重複するょっ'"場合では、原則として.同 番号とし
たもの 19県. ~JIJ 3t号を与えたもの 16都府県.分布範聞か奨'"る場合のみ別番号を与えたも
の7道府県(北海道 ・宮減 ・傾向 ・富山 ・大阪 ・奈良 ・福岡)、極煩の途う遺跡が重複してい
る場合別番号としたもの4県(岩手 崎玉 ・長野滋賀)とはっている.
.'1遭跡のとりあっかい かつて存在する ζ とが舷認されていた遺跡で司その後磁趨され
たり ‘隠滅したものを分布調査に際してどのようにとりあっかうかもひとつの問題である.
ζの舗の似峻i宜跡を調査対象から除外するとしたのは 2娘(岩手・ 子集〉と少はい.乙れと対
照的にその他の遺跡とまうたく周じようにあっか勺たものが 18m<府県(背議 ・崎玉 ・東京 ・
富山 石ー川 ・'"烈 .Jl:野 ・静岡滋百 ・大阪 f.~取 1ロ 徳島愛媛・ 高知 ・長崎 ，宮崎 ・
鹿児島)ある.分布調査の対象にするが、遺跡番号をつりず、寄外としたものが3県(福烏
齢馬 ・偏井).調査対象とし、落号もつける点では他の遭跡と閉じだが 台帳や遺跡地図では
破線または隠械を註記する方式のものが23道府県ともっと七多い.
四遺跡台帳
それぞれの遺跡砧符細を記入した台帳の頬は 昭35-37調査以降ほとんどの都道府県が
その追加補充をお乙fよっているが.備えている台帳が昭35-37悶査当時のもののみという
た県(山形 千集 ・dJ梨 奈ー良・ 長崎)、各樋の分布調査実経単位の台帳をもつもの(広島)、現
-6 
を実'催中の分布調査を墜穫し完備する予定のもの (鳥取 仲縄〉はどの8県がある.台帳はほ
とんどが遺跡単位のカー ド式のもので.霊知県のみが6;a跡綾n置を 1枚に記入したものとは勺
ている.
カード主主台. 台帳としたカ ドの体裁は.文化財保度書員会または文化庁による両度の
全国遺跡分布調査の指定繍式によるものが多いが.各地万の特色を生かした独自のものによる
道県(北梅道 ・省手 ・欝馬 ・崎玉 ・神奈川 ・静岡 ・兵庫 ・鳥取)もある.その他lζ.繍跡{宮
iI)やテ+γ{北海道)はど特別な遺跡のみ別体.のカ ドー としたものもある.
跨IE，*の11.入 遺跡の範囲の杷鍋伏況を知るために.台般に遺跡の所在地がどζまで紀入
されているか調べたが‘総書まで記入したものは l燥 (務馬)のみで.圧倒的に地4書記入があ
勺たりほかったりするとするものが多〈 、36都道府県にのぼり.地番記入は しと答えたもの
が4県(鶴木 ・富山 ・福井 広島)となっている.
台舗の追加町正 新鈍見その他によって増加する;a銚について、絶えず続続的に追加町正
しているのは 1• /lI道府県.分布調査を実施するたびに追加riEしているもの 21県、年度末
はど定期的にお乙'.勺ているもの3県〈富山 ・三重 ・愛慢).趨宜お乙 Fょうもの 1府である.
VI 遺跡地図遺跡地名量
現 紋 回全国遺跡地図発行後、多〈の都温府県が新しい資科を追加して金管下の遺跡地図
または遺跡地名衰を発行している.そのう ち.地名i<または目録のみを発行したものは 5帰
(福島・置城 ・島綴・高知.~II縄) . 2 1都府県(岩手 ・栃木 .1lI馬 ・崎玉 ・東京 ・神話長/11・
2荷肉 ・富山・石川 ・愛知・三置 ・京都 ・大阪 ・兵庫・奈良・和歌山 鳥取 山ー口 ・徳島 置峰
鹿児島〉は地名衰をつけた遺跡地図を発行している.岡山 緬岡 大分は分冊または行政区画
Cとにまとめたものを現在発行中である.針2.都府県で遺跡地闘がある乙とκはる.
a・・'*図の繍尺 発行された遺跡地固には. 2 0万分 1(愛媛)、 15万分 1(徳島〉と
い勺た縮尺の地聞を使閉 し.むしろ地名表主体ともいえるものを除〈と、それぞれ占基本に使用
しているのは、 7万分 1(樹木〉 、s万分 1(岩手 .IlI事・伺奈JiI・続問 ・函山 ・三亜 ・山口
大分 ・鹿児島}、5万分 1と2万5平分 lの併締 (愛知 ・京偲 ・岡山〉 、2万5平分 1(埼
玉 ・東京・石川・和歌山). 1万分 1~t はそれ以上の縮尺の地出(大阪 ・ 兵庫 ・ 奈良 ・ 鳥取・
福岡}である.はお 旧全国;a跡地図は7万5千分 1.i!Hr全国遺跡地図は7万分1である.
遺跡他国発行錦費量 平均発行郎数は865部.銭高は 2.000$(神奈川〉 、づいで 1.800鰯
【東京). 1.200.$ (錫本). 1.000郎〈鮮馬 ・崎玉 ・富山 ・京鶴 ・山口 徳島}となり.
300留が厳少部数である.
以上が今回の調査結果の仮事である.金書E辺府県から回答を得たが.質問文のー鶴に不備は
1;もあり.再度1¥11苦等で間合わせたと乙ろもあるが.ほとんどは教育葺員会からの回答に記入
されたと ζ ろによ勺ている.なお.111要中で合計数が'7/l1坦府県数iζ合致しはいようは湯合
もあるが それは-eBの田容にJ2入のむいものがあったことによる.
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l孟 分 一 般僻修 専門伊修 専門僻修 専門倒修 専門偶修 特別研修
館 自 一般灘程 遺跡剖鑑諜担 ;s物集鯉銀銭 遺跡鏑査課程 分布調査線程 特録弱ま主銭術'"位
実範月 7月下旬-8月 4月下旬-5月 10月下旬-11月 1月下旬-2月 2月末-3月上旬 第 l由6月中旬
m 間 約 4 o 日 約 4 。日 約 4 。日 的 4。臼 約 1 週間 数 悶
人 自 16 名 12 名 16 名 16 名 16 名 30 名
街道府県又は市 郎道府県又は市
四J令の埋厳文化 町村の埋蔵文化
∞ 財個当の厚農民、 財但当の喰員.
若しく は乙れに 若し〈は乙れに
対 1< ~ずる者で.発 準ずる者でー 同 定 同 左 同 左 向 車
組調筆の経験の 般研修修了また
少ない者 はそれと向程度
の経験を有する
者
遺跡の発錨調査 遺跡的聞置に関 iI物の醐釜・隻 集結遺跡をはじ 遺跡の分布調査 新しい調査方法
』ζ関する一般的 して必要は専門 理費・保存1<:l1liし めとする遺跡の 鐸査に聞して必 の知舗とIi¥術に
内 1>' '.基礎的知援と
的知織と妓衡の て必要は専門的 発銅掴遣に聞し 要は専門的知2・関する短期間の
後術の研修 研修 知書訟と後術の研 て必要は専門的 と銭術の中期間 研修
修 知11と銭術の研 の儒修
• 宿泊'値段 .， り あ り あ り あ り あ り '. し
